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えりも町議会

N４２°の会 会員11名、三角山に登る
１月４日、恒例の｢新春里山歩き｣が行われ、晴天、強風のなか、本町の三角山に１時間ほどかけて登りま

した。頂上の三角点付近からは、眼下に沢町のお寺、えりも港に浮かぶ漁船、自衛隊官舎などが望まれ、ゆ

うに２０ｍは超えると思われる強風にさらされ足元もふらつく中、各自急ぎシャッターを切っていました。

風下の斜面で休憩、記念撮影をして、３０分ほどで無事下山しました。



◎
令
和
３
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
児
童
措
置
費

７
２
７
０
万
円

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金

・
財
政
管
理
費

２
８
５
３
万
円

Ｊ
Ｒ
日
高
線
廃
止
に
伴
う
日

高
地
域
広
域
公
共
交
通
確
保

対
策
協
議
会
ま
ち
づ
く
り
支

援
金
を
財
政
調
整
基
金
へ
積

立
・
水
産
業
振
興
費１

５
０
０
万
円

赤
潮
被
害
対
策
事
業
補
助
金

・
土
木
管
理
費

１
４
０
万
円

住
宅
改
修
工
事
等
補
助
金
の

申
請
見
込
件
数
の
増

・
小
学
校
施
設
維
持
費

２
０
０
万
２
千
円

え
り
も
岬
小
学
校
の
地
下
タ

ン
ク
等
の
修
繕
料

・
道
路
維
持
費２

０
９
万
７
千
円

９
月
18
日
の
大
雨
で
被
災
し

た
町
道
の
災
害
対
応
費
用

・
河
川
維
持
費

４
９
０
万
３
千
円

９
月
18
日
の
大
雨
で
被
災
し

た
河
川
の
災
害
対
応
費
用

・
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
費

２
０
０
０
万
円

９
月
18
日
の
大
雨
に
よ
り
法

面
が
崩
落
し
た
南
東
洋
油
駒

線
の
災
害
復
旧
等
の
費
用

・
診
療
所
一
般
管
理
費８

０
０
万
円

国
保
診
療
所
ナ
ー
ス
コ
ー
ル

設
備
更
新
工
事
の
費
用

・
機
械
名

破
砕
機

・
取
得
予
定
価
格

３
５
６
４
万
円

・
取
得
先

ナ
ラ
サ
キ
産
業
株
式
会
社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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補
正
予
算

え
り
も
町
議
会
議
長

石
川

昭
彦

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
２
年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
赤
潮
と
い
う
今
ま

で
全
く
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
沿
岸
の
魚
介

類
が
ほ
ぼ
全
滅
す
る
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

原
因
と
被
害
は
引
き
続
き
調
査
中
で
す
が
、
ウ
ニ
や
ツ
ブ
な
ど

貝
類
は
、
そ
の
成
長
過
程
か
ら
回
復
に
は
数
年
あ
る
い
は
10
年
ほ

ど
も
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
漁
業
経
営
に
大
き
な

不
安
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍
に
続
き
、
赤
潮
被
害
の
対
策
に
つ
い

て
も
町
に
対
し
て
緊
急
の
要
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

も
最
大
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
年
間
に
わ
た
り
町
や
地
域
の
行
事
の
ほ
ぼ
全
て
が
中
止
と
な

り
、
経
済
的
な
落
ち
込
み
が
大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
を
防
ぎ
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
文
化
や
経
済
的
活

動
を
再
開
し
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
谷
翔
平
選
手
の
活
躍
が
話
題
に
な
っ
た
よ

う
に
、
明
日
へ
の
活
力
と
し
て
、
楽
し
み
は
必
要
な
も
の
だ
と
考

え
ま
す
。
創
意
工
夫
を
重
ね
て
、
普
通
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
季
節
は
一
年
で
最
も
寒
い
時
期
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
本

年
も
健
や
か
で
明
る
く
楽
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら

ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

【
年
頭
の
挨
拶
】

財
産
の
取
得



問


本

議
員

人
は
年
を
重
ね
る
と
加

齢
に
よ
る
特
有
の
症
状
が

現
れ
て
く
る
。
そ
の
中
に

加
齢
性
難
聴
が
あ
り
鬱
状

態
、
認
知
症
な
ど
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
る
。

難
聴
は
、
高
齢
者
に
と
っ

て
大
き
な
問
題
で
、
日
常

生
活
の
支
援
と
し
て
は
補

聴
器
が
効
果
的
だ
が
、
購

入
費
用
は
高
額
で
経
済
的

負
担
が
大
き
過
ぎ
る
。

そ
こ
で
、
加
齢
性
難
聴

者
の
補
聴
器
購
入
に
助
成

を
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
聴
力
低
下
を
早

期
に
把
握
す
る
た
め
、
特

定
健
診
に
聴
力
検
査
の
項

目
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答

保
健
福
祉
課
長

加
齢
性
難
聴
は
65
歳
以

上
で
急
増
し
、
会
話
に
消

極
的
に
な
る
な
ど
、
認
知

症
リ
ス
ク
の
上
昇
に
つ
な

が
る
と
さ
れ
て
い
る
。

補
聴
器
は
片
耳
10
万
円

を
超
え
る
も
の
が
一
般
的

で
あ
り
、
２
万
円
程
度
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
当
町
は
、

早
急
に
助
成
を
行
う
考
え

は
な
い
。

今
後
、
国
に
お
け
る
助

成
制
度
や
医
療
費
控
除
の

適
用
拡
大
な
ど
が
決
定
す

れ
ば
、
迅
速
に
対
応
し
た

い
。ま

た
、
加
齢
性
難
聴
は

一
般
的
な
聴
力
検
査
で
の

早
期
発
見
は
困
難
で
あ
り

耳
鼻
咽
喉
科
で
専
門
的
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
る
。
現
状
町
が
行
っ

て
い
る
特
定
健
診
等
に
お

い
て
聴
力
検
査
を
実
施
す

る
考
え
は
な
い
が
、
引
き

続
き
職
員
に
よ
る
健
康
相

談
等
の
対
応
は
行
っ
て
い

き
た
い
。

問


本

議
員

赤
潮
被
害
に
よ
る
漁
業

の
衰
退
は
若
い
世
代
の
人

口
流
失
に
も
な
り
か
ね
な

く
、
支
援
は
早
期
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

当
町
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
考
え
る
と
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ

Ｆ
）
で
新
た
な
財
源
を
確

保
し
、
赤
潮
被
害
で
苦
し

む
漁
業
者
に
町
独
自
の
支

援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答

産
業
振
興
課
長

Ｃ
Ｆ
は
、
様
似
町
が

「
赤
潮
の
調
査
費
用
の
確

保
」
、
釧
路
町
が
「
ウ
ニ

の
資
源
回
復
」
を
目
的
に
、

そ
れ
ぞ
れ
目
標
金
額
を
設

定
し
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
も
被
害
を
受

け
た
16
の
自
治
体
を
支
援

す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
代
理
受
付
を
始
め
た
。

現
状
で
は
Ｃ
Ｆ
の
実
施

予
定
は
な
い
が
、
12
月
か

ら
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付

金
の
使
い
道
に
追
加
し
た

｢

赤
潮
被
害
を
受
け
た
事

業
者
等
の
支
援｣

と
、
従

来
か
ら
あ
る｢

産
業
、
観

光
の
振
興
に
関
す
る
事
業｣

に
対
す
る
寄
付
を
最
大
限

に
活
用
し
、
被
害
を
受
け

た
漁
業
関
係
者
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待を

持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたって執行

機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政策

提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

本 維応議員

加齢性難聴者の
補聴器購入に助成を

国の動向を注視し
迅速に対応

認
知
症
リ
ス
ク
を
高
め
る

「
難
聴
」
は
早
め
の
対

応
が
必
要

赤潮被害漁業者に
CFで支援を

ふるさと納税を
活用し支援したい

赤
潮
被
害
で
町
内
の
浜
辺

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ウ
ニ

の
死
が
い



問

大
坂

議
員

環
境
省
は
令
和
４
年
12

月
の
指
定
に
向
け
て
「
日

高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
」

の
国
立
公
園
化
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

国
立
公
園
は
国
が
直
接

管
理
す
る
自
然
公
園
で
、

自
然
を
守
り
、
自
然
の
大

切
さ
や
理
解
を
深
め
、
ふ

れ
あ
い
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
も
重
要
な
役
割
と
し

て
い
る
。

襟
裳
岬
の
「
風
の
館
」

で
は
、
地
形
、
地
質
、
動

植
物
な
ど
の
情
報
を
解
説

を
添
え
て
展
示
し
た
り
、

公
園
の
利
用
案
内
等
を
行
っ

て
い
る
が
、
更
に
有
効
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

「
風
の
館
」
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
、
関

係
部
署
に
要
望
す
べ
き
と

思
う
が
。

答

産
業
振
興
課
長

「
日
高
山
脈
襟
裳
国
定

公
園
」
は
、
令
和
４
年
３

月
に
国
立
公
園
化
さ
れ
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
各
関

係
機
関
と
の
調
整
か
ら
同

年
12
月
に
日
程
が
変
更
さ

れ
た
。

国
立
公
園
化
が
具
体
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、

登
山
道
や
施
設
の
整
備
計

画
の
作
成
、
利
用
に
向
け

た
調
査
な
ど
を
、
環
境
省

が
主
体
と
な
り
実
施
し
て

い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

主
な
立
地
要
件
の
う
ち
、

「
利
用
の
中
心
地
」
「
特

定
地
区
の
利
用
拠
点
」
の

２
つ
の
要
件
に
襟
裳
岬
は

該
当
す
る
と
考
え
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
「
風
の

館
」
が
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

化
さ
れ
、
多
く
の
方
に
有

効
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は

大
変
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
、
今
後
も
積
極
的
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問

中
野

議
員

赤
潮
の
影
響
に
よ
り
、

ウ
ニ
、
真
ツ
ブ
、
ホ
ッ
キ
、

ナ
マ
コ
な
ど
の
水
産
資
源

が
壊
滅
的
な
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

町
は
水
産
資
源
の
回
復

を
目
指
し
、
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
で
真
ツ
ブ
な
ど
の

種
苗
の
増
産
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

ま
た
、
新
た
に
水
産
資

源
増
産
施
設
の
建
設
は
検

討
で
き
な
い
か
。

答

産
業
振
興
課
長

町
と
漁
協
で
構
成
す
る

「
町
栽
培
漁
業
振
興
協
議

会
」
で
は
、
平
成
５
年
頃

よ
り
漁
獲
さ
れ
る
真
ツ
ブ

の
殻
に
産
み
付
け
ら
れ
た

卵
の
回
収
を
始
め
、

陸
上
で
ふ
化
さ
せ
、

漁
場
に
放
流
す
る
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
後
も
、
種
苗

生
産
技
術
の
確
立
を

目
指
し
、
繁
殖
行
動

に
関
す
る
調
査
を
北

海
道
大
学
大
学
院
と

共
同
研
究
で
進
め
て

き
た
。

し
か
し
、
あ
く
ま

で
試
験
段
階
で
あ
り
、

安
定
的
に
生
産
で
き

る
状
況
で
は
な
く
、

今
後
も
同
大
学
院
や
栽
培

水
産
試
験
場
と
協
力
し
進

め
て
行
く
。

ま
た
、
ナ
マ
コ
は
ウ
ニ

種
苗
生
産
施
設
で
生
産
し

て
い
る
が
、
種
苗
生
産
技

術
は
確
立
し
て
お
り
、
増

産
は
可
能
で
あ
る
。

新
た
な
施
設
の
建
設
は
、

漁
協
の
ウ
ニ
種
苗
施
設
の

更
新
や
、
栽
培
漁
業
え
り

も
セ
ン
タ
ー
の
利
用
方
法

の
検
討
な
ど
、
様
々
な
課

題
は
あ
る
が
、
今
後
漁
協

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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真ツブなど
種苗の増産を

関係機関の協力を得て

進めていく

風の館を
ビジターセンターに

積極的に要望していく

中野 公浩議員

試
験
栽
培
さ
れ
て
い
る
真

ツ
ブ
の
種
苗

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
化

が
望
ま
れ
る
「
風
の
館
」

大坂 庄吉議員



問

神
田

議
員

子
育
て
世
帯
の
生
活
支

援
と
し
て
、
18
歳
以
下
の

方
一
人
に
つ
い
て
10
万
円

の
「
臨
時
特
別
給
付
」
が

実
施
さ
れ
る
。

５
万
円
は
現
金
で
、
残

り
の
５
万
円
は
ク
ー
ポ
ン

給
付
と
な
る
よ
う
だ
が
。

①
当
町
の
支
給
対
象
者

数
と
そ
の
額
は
い
く
ら
か
。

②
10
万
円
を
現
金
給
付

し
た
場
合
と
そ
う
で
は
な

い
と
き
の
費
用
と
事
務
負

担
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。③

当
町
は
ど
ち
ら
の
支

給
方
法
を
選
択
す
る
の
か
。

答

町
民
生
活
課
長

今
回
の
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
は
、

０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
世
帯
の
年
収
が
９
６

０
万
円
以
下
の
方
々
に
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
対
象
者
数
は
７
２
７

人
で
、
支
給
額
は
７
２
７

０
万
円
で
あ
る
。

②
国
か
ら
は
、
自
治
体

が
現
金
給
付
し
た
場
合
で

も
、
補
助
金
交
付
を
行
う

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ク
ー
ポ
ン
券
給
付
で
は

多
額
の
費
用
や
時
間
、
事

務
負
担
を
要
す
る
こ
と
や

取
扱
事
業
者
の
公
募
業
務

な
ど
、
相
当
な
労
力
を
要

す
る
。

ま
た
、
現
金
支
給
は
職

員
の
事
務
負
担
や
経
費
の

削
減
が
図
ら
れ
る
た
め
、

町
で
は
、
年
内
に
10
万
円

を
一
括
給
付
す
る
補
正
予

算
を
提
出
し
た
。

③
支
給
方
法
は
、
年
内

に
現
金
一
括
給
付
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

問

神
田

議
員

中
央
牧
場
の
誘
致
に
当

た
っ
て
は
、
千
歳
市
の
同

牧
場
施
設
を
視
察
す
る
な

ど
慎
重
に
計
画
さ
れ
た
も

の
と
思
う
。

し
か
し
、
風
向
き
に
よ
っ

て
異
臭
が
す
る
と
聞
い
て

い
る
。

地
域
単
位
や
個
人
な
ど

何
件
の
苦
情
が
あ
る
か
。

ま
た
町
は
、
そ
の
苦
情

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

処
置
を
し
て
い
る
か
。

答

産
業
振
興
課
長

北
海
道
中
央
牧
場
え
り

も
農
場
は
、
令
和
元
年
度

に
完
成
し
、
稼
働
を
開
始

し
た
。

建
設
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
漁
業
者
や
農
業
委
員

が
同
規
模
の
千
歳
農
場
を

視
察
し
、
地
域
漁
業
者
へ

の
説
明
会
を
開
催
し
、
理

解
を
得
て
建
設
さ
れ
た
。

母
豚
２
４
０
０
頭
を
飼

養
し
、
年
間
約
６
万
頭
の

子
豚
を
生
産
す
る
豚
舎
構

造
は
、
防
音
・
防
臭
・
防

疫
に
配
慮
し
た
施
設
で
あ

る
。ま

た
糞
尿
処
理
は
、
固

形
物
の
完
熟
堆
肥
化
と
尿

の
活
性
汚
泥
方
式
の
浄
化

施
設
で
、
北
海
道
の
浄
化

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

完
成
当
初
か
ら
東
風
が

吹
く
と
、
笛
舞
や
大
和
地

区
か
ら
10
件
ほ
ど
の
苦
情

が
あ
り
、
町
は
中
央
牧
場

に
対
し
て
改
善
要
請
を
行
っ

て
き
た
。

先
日
、
中
央
牧
場
担
当

者
が
来
庁
し
、
悪
臭
の
原

因
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
施

設
改
善
や
飼
料
改
良
な
ど
、

臭
気
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

町
と
し
て
初
め
て
の
大

規
模
農
場
で
、
新
た
な
雇

用
創
出
の
場
で
も
あ
る
た

め
、
町
民
の
理
解
が
得
ら

れ
た
中
で
稼
働
さ
れ
る
こ

と
が
一
番
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
、
必
要
な
指
導
や
改

善
要
請
を
し
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４０・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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臨時特別給付金
１０万円の支給方法は

年内に現金一括給付
神田 修議員

中央牧場の臭気解消は

施設改善や飼料改良で対応

風
向
き
に
よ
っ
て
に
お
い
が

気
に
な
る
中
央
牧
場
え
り
も

農
場

当
町
の
給
付
金
は
現
金
で

支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た



問

高
松

議
員

９
月
末
に
発
生
し
た
赤

潮
に
よ
り
、
ウ
ニ
は
ほ
ぼ

全
滅
、
真
ツ
ブ
や
タ
コ
な

ど
他
の
魚
種
も
今
後
調
査

が
進
め
ば
被
害
額
が
大
幅

に
増
え
る
こ

と
は
目
に
見

え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
漁
価

の
低
迷
、
燃

料
や
資
材
の

高
騰
、
追
い

打
ち
を
か
け

る
今
回
の
赤

潮
被
害
、
疲

弊
し
た
漁
業

者
を
救
済
す

る
た
め
に
、

え
り
も
町
も

独
自
の
支
援
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

赤
潮
被
害
支
援
の
た
め
の

寄
付
金
募
集
、
さ
ら
に
町

外
の
方
に
お
願
い
す
る
ば

か
り
で
は
な
く
町
民
や
企

業
、
団
体
か
ら
も
広
く
寄

付
を
募
り
、
被
害
者
支
援

の
た
め
の
基
金
を
創
設
し
、

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て

支
援
す
る
態
勢
を
築
く
べ

き
と
思
う
が
。

答

産
業
振
興
課
長

国
は
現
在
、
北
海
道
赤

潮
対
策
緊
急
支
援
事
業
と

し
て
15
億
円
の
補
正
予
算

を
計
上
し
て
い
る
が
、
直

接
的
な
被
害
補
填
は
さ
れ

な
い
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

当
町
で
も
ふ
る
さ
と
納

税
の｢

寄
付
金
の
使
い
道｣

に｢

赤
潮
被
害
を
受
け
た

事
業
者
等
の
支
援｣
を
追

加
し
、
漁
業
者
な
ど
の
支

援
財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。

広
く
寄
付
を
募
る｢

基

金
の
創
設｣

は
現
状
考
え

て
い
な
い
が
、
次
年
度
以

降
の
被
害
状
況
に
よ
っ
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
設
塾
と
全
国
募
集

問

高
松

議
員

え
り
も
高
校
へ
の
入
学

者
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。
道
教
委
に
よ
れ
ば
一

学
年
の
人
数
が
３
年
続
け

て
20
人
を
下
回
れ
ば
募
集

停
止
の
対
象
に
な
る
。

え
り
も
高
校
へ
の
入
学

者
を
増
や
す
た
め
に
、

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
活
用
し
た
公
設
塾
を

開
設
し
て
学
力
水
準
の
向

上
を
図
り
、
他
町
か
ら
の

入
学
者
を
増
や
す
。

②
全
国
的
に
知
ら
れ
る

百
人
浜
の
植
樹
体
験
、
豊

似
湖
や
猿
留
山
道
の
散
策

な
ど
の
自
然
体
験
、
地
元

産
業
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

な
ど
、
魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
全
国
か
ら
生
徒
を

募
集
す
る
。

こ
れ
ら
を
含
め
、
将
来

的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

答

教
育
長

中
学
生
全
体
の
生
徒
数

の
減
少
は
地
方
高
校
の
切

実
な
問
題
で
あ
る
。

①
当
校
は
、
国
や

町
か
ら
の
加
配
教
員

４
名
の
増
員
に
よ
る

生
徒
一
人
一
人
に
対

応
し
た
指
導
を
遂
行

し
、
こ
の
４
年
間
、

国
公
立
大
学
へ
の
合

格
率
は
管
内
一
で
あ

る
。今

後
は
個
別
指
導

の
負
担
軽
減
の
た
め

情
報
通
信
機
器
の
積

極
的
な
利
用
を
検
討
し
て

お
り
、
公
設
塾
の
開
設
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。

②
郷
土
の
歴
史
、
自
然

と
産
業
な
ど
多
く
の
魅
力

あ
る
教
材
が
あ
り
、
全
国

募
集
は
可
能
と
考
え
る
が
、

寮
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
検

討
も
必
要
で
あ
る
。

ま
ず
は
卒
業
生
の
満
足

度
や
現
状
の
成
果
を
も
っ

と
伝
え
広
げ
る
こ
と
や
近

隣
町
か
ら
の
通
学
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
、
生
徒
数

の
増
加
に
結
び
つ
け
た
い
。

ま
た
、｢

え
り
も
高
校

の
今
後
を
考
え
る
会｣

を

発
足
し
、
学
校
の
存
続
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
た
い
。

赤潮被害漁業者に

ふるさと納税で
支援財源を確保

問

答

｢赤潮被害を受けた事業者等の支援｣を追加した

当町のふるさと納税ホームページ

問

答

えりも高校

令和8年度までに
方向性

令和11年度以降、中卒者は36名を下回り、

えりも高校は2間口維持に黄信号

支援を

存続のために

高松 亮裕議員

＜6＞
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問

上
野

議
員

９
月
上
旬
に
発
生
し
た

赤
潮
に
よ
り
、
ウ
ニ
は
壊

滅
状
態
に
あ
り
、
サ
ケ
や

タ
コ
の
被
害
も
確
認
さ
れ
、

ツ
ブ
や
ナ
マ
コ
な
ど
に
も

被
害
は
拡
大
し
て
い
る
。

①
赤
潮
被
害
の
調
査
結

果
と
今
後
の
調
査
方
法
は
。

②
ウ
ニ
漁
業
の
支
援
は
。

③
そ
の
他
の
漁
種
は
。

答

産
業
振
興
課
長

①
ウ
ニ
は
全
地
区
で
調

査
し
、
浅
い
海
域
で
は
ほ

ぼ
壊
滅
状
態
で
あ
り
、
深

い
海
域
は
、
年
明
け
以
降

の
調
査
予
定
で
あ
る
。

ツ
ブ
は
水
中
ド
ロ
ー
ン

で
数
回
調
査
し
た
が
、
赤

潮
前
の
海
底
の
状
況
が
把

握
で
き
ず
、
今
後
、
調
査

方
法
を
研
究
機
関
と
相
談

す
る
。

タ
コ
や
ナ
マ
コ
な
ど
の

調
査
は
、
漁
協
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
る
。

②
漁
獲
さ
れ
る
ウ
ニ
の

大
部
分
は
放
流
さ
れ
た
人

工
種
苗
で
あ
り
、
種
苗
購

入
費
は
水
揚
げ
か
ら
確
保

し
て
い
る
。

向
こ
う
数
年
間
は
漁
獲

が
見
込
め
ず
、
種
苗
購
入

費
と
漁
場
調
査
費
用
な
ど

の
助
成
を
考
え
て
い
る
。

③
魚
類
の
被
害
状
況
の

把
握
は
難
し
い
。

ホ
ッ
キ
や
ナ
マ
コ
な
ど
、

種
苗
の
放
流
に
よ
り
資
源

回
復
が
見
込
め
る
も
の
は
、

種
苗
購
入
費
の
助
成
を
考

え
て
い
る
。

町
に
と
っ
て
重
要
魚
種

で
あ
る
真
ツ
ブ
は
、
漁
場

の
環
境
調
査
や
種
苗
生
産

技
術
の
早
期
確
立
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

答

町
長

漁
獲
量
の
減
少
に
よ
り

魚
介
類
の
販
売
や
食
事
等

の
提
供
が
で
き
ず
、
売
上

が
減
少
し
た
事
業
者
に
対

し
て
も
漁
協
や
商
工
会
を

通
し
て
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ４０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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赤潮被害の対応は

漁場調査や

種苗購入に助成

サ
ケ
の
へ
い
死
が
見
ら

れ
た
定
置
網
漁
業

上野 陽司議員

灯油価格が想定を超えて上昇し、１ℓ当り110円を

上回る状況であり、現行の8,000円に2,000円を追加

し、一世帯10,000円の支給へ変更する。

150世帯ほどを予定し、現予算額の160万円の枠内

で対応は可能と考える。

近隣町村では、様似町が10,000円で検討中。

浦河町は7,000円である。

※議員の意見

支給額は増えているが、ひと冬の灯油の使用量を

考えると、さほどの効果がないのでは。

高齢者等冬期生活支援事業

における支給金額の変更
民法が改正され、令和４年４月１日より、成年

年齢が満18歳となる。

えりも町の成人式への出席年齢は従来通り｢成

人の日｣(１月)の年度に満20歳となる方を対象と

する。

※理由

成年年齢が18歳になり、選挙権等が認められた

一方、対象者の多くが親の保護下にある。

飲酒や喫煙等、引き下げ後も法的に認められな

い事項も多く、一人の大人として完全に権利と責

任を獲得するのは満20歳であるため。

成人式の出席対象年齢
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※議員の意見として

①庶野～広尾間のバス運行委託について、広尾町

が撤退することはあるか。

→広尾町は当面、JRバスにお願いする方向である。

②とまも号、えりも号は様似駅に停車後、営業所

経由で同駅へ再停車しており、運行経路の改善を。

→様似営業所に停車しないよう要望し、今後は一

部改善するようだが、許可の関係でできないもの

もあるようだ。

③将来的に鉄路の二の舞になるのでは。

→来年度からコンサルタントを入れて熟慮して

いく。

内陸道路の建設促進の

ための取組について

《概 要》
当町は国道336号が隣町と結ぶ唯一の道路で、

常に崖崩れや高波の危険にさらされ、たびたび交

通が途絶する地域である。また、想定される千島

海溝沿いの大地震による津波で国道が寸断される

可能性もある。

そのため、国道以外に浦河町や広尾町に抜ける

内陸道路の早期建設を促進し、様似町とともに今

後、期成会の結成を含めた活動をしていく予定。

※議員の意見として

①内陸道路のルートは想定済みか。

→専門的な方にルートの策定を依頼し、それを元

に関係団体に要望していく。

②近浦・笛舞間は、少しの波でも越波しているた

めその対策を急ぐべきではないか。→近浦・笛舞

間、冬島・旭間は、重要課題として今後も要望し

ていく。

防災行政無線更新整備事業に
係る工期の延長について

《更新整備事業の内容》
防災行政無線施設の送信設備、屋外拡声受信設備、

戸別受信機等全ての設備を新規格に適合した機器に

更新。

《工期の延長理由》
新型コロナウイルスの影響で、世界的に半導体が

不足しており、無線本機に必要となる部品の納入が

大幅に遅れている。また、未だ納期の確認が取れな

い状況であり、当初の工期内に完了が見込めないた

め。

・当初の工期

令和３年３月16日 ～ 令和４年３月11日

・変 更 後

令和３年３月16日 ～ 令和４年12月15日

工 事 名：えりも町防災行政無線更新整備事業

契約金額：621,500,000円

請 負 者：末廣屋・武田・坂本 特定建設工事

共同企業体

※議員の意見として

①工期内未完了なら違約金は発生しないのか。

→原因は請負者になく、違約金は発生しない。

②工期延長により請負者の経費が増え、請負金額

が増えることにならないか。

→経費が変わらないことを請負者に確認済。

③古い戸別受信機は、下取りしてもらえないか。

→現行の規格が使えなくなるため更新するものな

のでできない。

日高地域広域交通確保対策

協議会における取組状況

《主な決定事項》
・まちづくり支援分（５億円）は、財政規模等によ

り、各町に配分された。

※えりも町分：２８,５３０,０００円

・運行継続に必要なバス事業者への支援

まちづくり支援分（５億円）を除く20億5500万円

は、協議会から次のとおり拠出する。

赤字補てん、バス車両購入、車内設備の整備、

運行システム構築、停留所の設置など

高
波
で
越
波
、
小
石
が

打
ち
あ
が
る
近
浦
地
区

の
国
道
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ふるさと納税推進事業について

当町のふるさと納税制度は、令和元年度が3万961件、8億9,728万

4,000円、令和2年度は、3万2,792件、8億6,865万 9,700円と、件数

は増えているが寄付額は減少した。

しかし、いずれの年度も8億円台となり、日高管内では最も多い

寄付額である。

ふるさと納税は、当町にとって貴重な財源となっており、教育・

文化活動や生活環境の整備など幅広い分野で役立てられている。

寄付が減少しないようにリピーターを大切にし、魅力ある返礼品

の提供を業者と協力しながら続けてほしい。

サケ・ウニ等の大量死被害について

９月より発生し、赤潮が原因とも言われているサケ・ウニ等の漁業被害は、

道東方面から日高管内の海域にかけて広い範囲で確認されており、当町で

もサケやウニのほかにも被害が心配されている魚種が多数存在している。

現在、道や漁協とともに原因究明と被害調査に当たっているが、資源の

回復や漁業経営を維持するために国や道にも積極的に働きかけ、必要な支

援を行ってほしい。

※紙面の都合上、抜粋して掲載しています。

町道「南東洋油駒線」に係る被災について

９月１８日から通行止めとなっている町道「南東洋油駒線」の現

状と今後の対応について現地調査を行った。

通行止めの原因は、前日からの大雨が大量の地下水流となって町

道下部に流れ込み、地盤の強度が低下し、法面が崩壊したためである。

復旧に当たっては、避難路としての役割を持つ重要な路線という

こともあり、着手まで時間がかかる災害復旧工事は選択せずに、町

の単独事業として工事を行う予定である。

入札が終わり次第、すぐに工事に取り掛かり、早期に復旧するよ

う対応願いたい。

被災した現場は想像以上に法面が

崩壊していた

総務文教常任委員会 委員長 成田一人

副委員長 笹谷廣喜 委員 本維応

神田 修 上野陽司

産業民生常任委員会 委員長 高松亮裕

副委員長 渡部 泰 委員 大坂庄吉

竹内孝文 中野公浩

議長 石川昭彦調査日 令和３年１０月１９日（火）

赤潮被害が最も早く確認された
ウニ

当町のイクラ・サケは
返礼品でも人気の商品



Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）

ラ
ッ
セ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン

デ
ズ

さ
ん

（
27
歳
）

こ
の
度
、
教
育
委
員
会
の
新

た
な
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
出
身
の
ラ
ッ
セ
ル
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ズ
さ
ん
が
着
任

し
ま
し
た
。

男
５
人
兄
弟
の
４
番
目
の
ラ
ッ

セ
ル
さ
ん
は
、
大
学
で
日
本
語

講
義
を
受
け
た
時
か
ら
、
日
本

の
文
化
に
興
味
を
持
ち
日
本
語

を
覚
え
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
（
外
国
青
年

招
致
事
業
）
の
募
集
に
応
募
し

当
町
に
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

え
り
も
着
任
の
初
日
は
、
風

の
強
さ
と
寒
さ
に
驚
い
た
そ
う

で
、
風
が
弱
く
温
暖
で
雪
が
少

な
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
気
候

と
の
違
い
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

庶
野
小
を
最
初
に
10
月
15
日

か
ら
授
業
を
始
め
て
い
る
ラ
ッ

セ
ル
さ
ん
。

一
日
に
４
～
５
時
間
を
学
級

担
任
や
教
科
担
任
と
と
も
に
、

小
学
３
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
の
英
語
指
導
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

「
各
教
室
の
授
業
で
は
最
初
、

緊
張
感
を
感
じ
ま
し
た
。
で
も

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
気
軽
に

接
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

楽
し
く
授
業
が
出
来
る
」
と
思
っ

た
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
の
頃
は
、
プ
ロ
の

ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
る
こ

と
が
夢
で
、
今
で
も
パ
ソ
コ
ン

の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
夢
中
」

と
の
こ
と
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
「
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
得
意
で
、
そ

の
た
め
の
体
力
づ
く
り
は
、
休

み
の
日
を
利
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
に
通
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
定
例

議
会
終
了
後
、
す
ぐ
に
作
成
に

取
り
か
か
り
ま
す
。

ま
ず
、
委
員
で
担
当
紙
面
を

分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
稿
を
作

り
ま
す
。
そ
の
後
、
委
員
会
を

開
催
し
、
読
み
合
わ
せ
を
し
な

が
ら
、
誤
字
脱
字
の
チ
ェ
ッ
ク
、

構
成
を
練
り
ま
す
。
こ
れ
を
数

回
繰
り
返
し
完
成
と
な
り
ま
す
。

年
４
回
の
作
成
時
に
は
、
毎

回
、
自
分
の
国
語
力
と
漢
字
力

の
な
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

す
・
・
・
。

「
議
会
だ
よ
り
」
も
今
年
で

創
刊
か
ら
10
年
目
、
本
号
で
40

号
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
も
、

町
民
の
皆
様
に
議
会
活
動
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
、
読

み
や
す
い
紙
面
を
作
成
で
き
る

よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
上
野
）
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広
報
広
聴
常
任

委
員
会
委
員

委
員
長


本

維
応

副
委
員
長

高
松

亮
裕

委
員

竹
内

孝
文

神
田

修

上
野

陽
司

取
材
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
授
業
を
通
し
て
英

語
に
親
し
み
や
興
味
を
も
っ
て

も
ら
い
、
英
語
教
育
の
充
実
に

貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
取
材
時
に
は
、
教
育

委
員
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
取
材
・
神
田
）

１０月２７日 町へ予算要望書提出

１１月 ８日 第１１回子ども議会

１１月１６日 えりも町林活議連植樹

１１月３０日 第５回臨時会

１２月 ７日 全員協議会

１２月１０日 議会運営委員会

１２月１７日

全員協議会

第６回定例会

広報広聴常任委員会

議会運営委員会

１２月２４日
日高東部消防組合議会

日高東部衛生組合議会

１月 ９日 えりも町成人式

１月１３日 広報広聴常任委員会

１月２０日 広報広聴常任委員会

議会の動き

新型コロナウイルス感染症対策によって
中止になった主な行事

◎１月に予定していた行事
・えりも町消防出初式

学
級
担
任
や
教
科
担
任
と
と

も
に
熱
心
に
授
業
を
進
め
る

ラ
ッ
セ
ル
さ
ん


